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※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。
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※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

令和７年度　　事後評価シート

当初,2

月補正
事　項 武道館管理運営費 予算主管課 地域スポーツ課

事　業

概　要
武道館の指定管理及び事業に要する経費

始期 2003

257300 人 目標値 277300

終期

Ｋ  P  Ｉ

武道館利用者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

実績値 244922 人 実績値 人

人

実績値 237302 人 実績値 240286 人 実績値 277553 人

人 目標値 297300 人 目標値 317300R  4  年  度 目標値

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
174263 千円

最終現計

予算額
203994 千円

最終現計

予算額

100.1 ％ 達成率 82.4 ％ 達成率
ストック

/フロー
フロー 達成率 93.39 ％ 達成率

590650 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 174263 千円 決算額 203994 千円千円 決算額 317190 千円 決算額

繰越額 273460 千円 繰越額 千円

不用額 千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因
香川県にアリーナが完成されたことにより、コンサート等のイベントが減少し、利用者数が大幅に減少したと考えられる。

総括

見直し方向性 維持

７年度は目標値を下回ったものの、８年度に大規模イベントが予定されていることも踏まえ、武道館利用

者数の増加に向けて引き続き指定管理者と連携し、施設の魅力向上や広報・営業活動に務めることで目標

値の達成が考えられることから、見直し等は想定していない。

当初 事　項 総合型地域スポーツクラブ支援事業費 予算主管課 地域スポーツ課

事　業

概　要

多種目・多世代・多志向の地域スポーツの担い手として地域住民が自主的に運営する総

合型地域スポーツクラブの普及・発展を図るため、クラブの設立や運営に対する支援を

行う。

始期 2001

終期

Ｋ  P  Ｉ

総合型地域スポーツクラブの登録・認証クラブ数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 20 クラブ 目標値 21 クラブ 目標値 22 クラブ 目標値 23 クラブ

実績値 19 クラブ 実績値 16 クラブ 実績値 クラブクラブ 実績値 14

ストック

/フロー
ストック 達成率 80 ％ 達成率

クラブ 実績値 14

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
1456 千円

最終現計

予算額
1548 千円

最終現計

予算額

66.7 ％ 達成率 63.6 ％ 達成率

2036 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 1214 千円 決算額 1530 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 68

千円 決算額 1968 千円 決算額

千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因
部活動の地域展開に向けて、市町で総合型クラブの設立に向けた動きが進められるなど、県内クラブ数の増加が見込まれて

いたが、市町におけるクラブ運営の計画策定や住民のニーズの把握等が想定より難航した可能性があり、本年度設立に至ら

なかったため、未達成となった。

総括

見直し方向性 改善

８年度の執行では、部活動改革の改革実行期間が開始されることを踏まえ、巡回訪問や広報誌等により、

各市町及び地域スポーツ関係者に対してクラブの設立・育成の必要性を訴えるほか、クラブと市町・競技

団体等の協力体制を構築するための連絡会議を実施するなど、えひめ広域スポーツセンターとの密な連

携・協力のもと、更なる成果の向上につなげる。
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※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

当初 事　項 県民スポーツ推進事業費 予算主管課 地域スポーツ課

事　業

概　要

県民のスポーツ実施率向上に向け、適性のあるスポーツ種目の提案やスポーツイベント

の実施等を通じ、県民誰もが気軽にスポーツに親しめる環境を整備するとともに、ス

ポーツを「する」機会の拡充を図る。

始期 2021

終期 2026

Ｋ  P  Ｉ

県主催等スポーツイベント参加者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 14550 人 目標値 13850 人 目標値 14150 人 目標値 14150 人

実績値 11089 人 実績値 13711 人 実績値 人人 実績値 9938

ストック

/フロー
フロー 達成率 94.23 ％ 達成率

人 実績値 10693

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
14497 千円

最終現計

予算額
12887 千円

最終現計

予算額

77.2 ％ 達成率 70.2 ％ 達成率

9382 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 13870 千円 決算額 12138 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 502

千円 決算額 8880 千円 決算額

千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因
SNS等を活用した効果的な広告により、Digsports体験会１回あたりの参加者数およびスマートバンド企画の参加者数は増加

したが、DigSports体験会の回数や県スポーツレクリエーション祭の参加団体の減少により、全体の参加者数が減少したこ

とが要因と考えられる。

総括

見直し方向性 改善

８年度の執行では、時間や場所に縛られず幅広い年齢層の参加が可能なスマートバンド企画を７年度より

も更に長期間開催し、参加者数の拡大を図る。

なお、DigSports体験会について、開催回数は縮小するが、広告に注力するとともに、引き続き集中力の高

い商業施設等では、一人当たりの測定時間が縮小できるアップデート版で実施し、成果向上につなげる。

当初 事　項 地域スポーツ普及事業費 予算主管課 地域スポーツ課

事　業

概　要

えひめ国体開催の成果を引き継ぎ、地域におけるスポーツ振興を図るため、県民のニー

ズを踏まえたスポーツ入門教室を開催する。

始期 1962

終期 2025

Ｋ  P  Ｉ

スポーツ教室の参加者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 1500 人 目標値 1500 人 目標値 1500 人 目標値 1500 人

実績値 1010 人 実績値 1359 人 実績値 人人 実績値 1016

ストック

/フロー
フロー 達成率 90.6 ％ 達成率

人 実績値 1002

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
2000 千円

最終現計

予算額
1800 千円

最終現計

予算額

66.8 ％ 達成率 67.7 ％ 達成率

1800 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 1910 千円 決算額 1603 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 80

千円 決算額 1720 千円 決算額

千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因
悪天候や河川の増水等の理由により１教室（カヌー）が中止となったほか、広報不足や悪天候等の影響で屋外教室等におい

て参加者数が見込みより下回ったと考えられる。

総括
県下全域でスポーツ教室を実施することにより、市町の住民がふるさとスポーツと自慢できる「一町一技」を普及させ、各

地域でのスポーツ振興を図るなど、県民のスポーツ実施率の向上に一定の成果を上げることができた。８年度は、部活動改

革の状況を踏まえ、引き続き中学生のスポーツ機会を確保・充実させ、生涯におけるスポーツ実施につなげるため、中学生

の受け皿となり得るクラブや指導者の掘り起こしを行うこととしている。

見直し方向性
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※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

当初 事　項 日本スポーツマスターズ２０２５愛媛大会開催事業費 予算主管課 地域スポーツ課

事　業

概　要

スポーツを通じた交流人口の拡大や地域活性化を図るため、競技志向が高いシニア世代

のスポーツの祭典である日本スポーツマスターズを開催する。

始期 2024

終期 2025

Ｋ  P  Ｉ

日本スポーツマスターズ大会参加者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 人 目標値 人

実績値 人 実績値 人 実績値 人人 実績値 7533人 実績値

人 目標値 8000 人 目標値

千円

決算額 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 ％ 達成率

決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
6030 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 94.2 ％ 達成率

117866 千円
最終現計

予算額

% 実績値 %% 実績値 40.4

Ｋ  P  Ｉ

決算額 5892 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 25328

千円 決算額 92538 千円

７

年

度

要因分析

要因
昨年度の長崎大会から廃止となったソフトボール女子競技分（430人相当）を差引くと、新型コロナによる大会中止後（令

和４年以降）の大会では最多の参加者数ではあるが、大都市圏からの移動にかかる時間やコスト等の地理的要因から、未達

成となった可能性がある。

総括
県内各地域での競技観戦のほか、カウントダウンイベントへの参加等、本大会に様々な形で参画いただき、スポーツの力で

県全体を熱く盛り上げることができ、KGI実績値の向上に好影響を与えることができた。８年度は、県民のスポーツに対す

る関心が高まったこの契機を逃すことなく、幅広い年齢層のスポーツ習慣の定着促進や誰もがスポーツに親しめる環境づく

りの充実に努め、スポーツ立県えひめの実現につなげる。

見直し方向性

20代・30代女性の週１日以上の平均スポーツ実施率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 % 目標値 % 目標値 67.1 % 目標値 67.1 %

ストック

/フロー
フロー 達成率 ％ 達成率

% 実績値実績値実績値 %

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額

％ 達成率 60.2 ％ 達成率

12250 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 千円 決算額 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額

千円 決算額 12250 千円 決算額

見直し方向性 改善

７年度の目標達成率が想定よりも低調であったことから、引き続きスポーツ実施のきっかけづくりとなる

事業を実施するとともに、８年度執行では、働き世代の運動習慣定着に向けた取組を展開することで、更

なる成果の向上につなげる。

千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因
若年層女性をターゲットとし、スポーツをするきっかけとするためにスポーツイベント等各種事業を実施したが、スポーツ

習慣のない層を取り込むことができず、習慣化につながらなかった可能性がある。

総括

当初 事　項 ひめ女スポ活キックオフ事業費 予算主管課 地域スポーツ課

事　業

概　要

スポーツ実施率が特に低い若年層の女性をターゲットにスポーツを「する」きっかけづ

くりを行い、スポーツの実施意欲を掘り起こし、スポーツの習慣化につなげる。

始期 2025

終期


